
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】層間接続の信頼性を低下させることなく、回路

と部品実装の高密度化に対応した、フィルドビア付き両

面金属張積層板を提供する。

【解決手段】絶縁層と、その両面に導電はくを有した両

面金属張積層板であって、下部導体上の絶縁層に形成さ

れた穴にメッキを施し、上部導体と電気的に接続された

構造で、前記穴が導電体で埋められたフィルドビア構造

を有し、フィルドビア形成時は両面導電はく面上へはめ

っきを施さない構造を有するフィルドビア付き両面金属

張積層板であって、両面に導電はくを有した金属張積層

板から導電はく層を保護フィルムでマスクする工程、穴

あけをする工程、めっきによりフィルドビアを形成する

工程、及び保護フィルムを剥離する工程を含むことを特

徴とするフィルドビア付き両面金属張積層板の製造方法

。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
絶 縁 層 と 、 そ の 両 面 に 導 電 は く を 有 し た 両 面 金 属 張 積 層 板 で あ っ て 、 下 部 導 体 上 の 絶 縁 層
に 形 成 さ れ た 穴 に メ ッ キ を 施 し 、 上 部 導 体 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 構 造 で 、 前 記 穴 が 導 電 体
で 埋 め ら れ た フ ィ ル ド ビ ア 構 造 を 有 し 、 フ ィ ル ド ビ ア 形 成 時 は 両 面 導 電 は く 面 上 へ は め っ
き を 施 さ な い 構 造 を 有 す る フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 。
【 請 求 項 ２ 】
両 面 に 導 電 は く を 有 し た 金 属 張 積 層 板 か ら 導 電 は く 層 を 保 護 フ ィ ル ム で マ ス ク す る 工 程 、
穴 あ け を す る 工 程 、 め っ き に よ り フ ィ ル ド ビ ア を 形 成 す る 工 程 、 及 び 保 護 フ ィ ル ム を 剥 離
す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ る こ と を 特 徴
と す る フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 又 は ３ 記 載 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 使 用 し て 得 ら れ た 両 面 プ リ ン
ト 配 線 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 機 器 の 部 品 と し て 用 い ら れ る プ リ ン ト 配 線 板 用 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金
属 張 積 層 板 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 の 電 子 機 器 の 高 密 度 化 に 伴 い 、 プ リ ン ト 配 線 板 も フ ァ イ ン 化 が 進 ん で お り 、 そ の 回 路
配 線 も 高 密 度 な の も の が 必 要 と さ れ 用 途 も 拡 大 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の プ リ ン ト 配 線 板 の 素 材 で あ る 金 属 張 積 層 板 で 、 両 面 金 属 張 積 層 板 の 場 合 、 絶 縁 層 と
そ の 両 面 に 導 電 は く を 積 層 し た 構 成 か ら な っ て い る 。
図 １ に 一 般 の 層 間 接 続 に つ い て 、 説 明 す る 為 の 断 面 図 を 示 す 。
一 般 に は 層 間 の 電 気 的 接 続 は 両 面 金 属 張 積 層 板 に ド リ ル や レ ー ザ な ど で 貫 通 孔 を 明 け た あ
と 、 ス ル ー ホ ー ル め っ き を 施 し て 電 気 的 接 続 を お こ な う 。 （ 図 １ － （ ａ ） ～ （ ｃ ） ） し か
し こ の 方 法 で は 、 め っ き は ス ル ー ホ ー ル 穴 壁 面 だ け で は な く 両 面 に あ る 導 電 は く に も 、 め
っ き が 形 成 さ れ て し ま い 、 導 電 は く の 厚 さ が 厚 く な っ て し ま う 。 （ 図 １ － （ ｃ ） － ４ ） そ
の た め 、 フ ァ イ ン ピ ッ チ の 導 体 回 路 作 製 が 歩 留 ま り よ く 出 来 な く な る と い う 問 題 が あ る 。
ま た 貫 通 ス ル ー ホ ー ル 穴 部 分 に は 導 体 回 路 を 設 け る こ と が で き ず （ 図 １ － （ ｅ ） － ６ ） 、
回 路 設 計 上 の 制 約 が 多 く な る 。 ま た ス ル ー ホ ー ル 部 が 多 く な れ ば な る ほ ど ス ル ー ホ ー ル 周
囲 に 必 要 な ス ル ー ホ ー ル ラ ン ド の 面 積 も 増 え る た め 、 部 品 の 実 装 密 度 、 及 び 回 路 密 度 を 上
げ る こ と が で き な い （ 図 １ － （ ｅ ） － ７ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
沼 倉 　 研 史 、 「 高 密 度 フ レ キ シ ブ ル 基 板 入 門 」 、 初 版 、 日 刊 工 業 新 聞 社 、 １ ９ ９ ８ 年 １ ２
月 ２ ４ 日 、 第 １ １ ７ － １ ３ ５ 頁
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 プ リ ン ト 配 線 板 用 両 面 金 属 張 積 層 板 に お い て 、 高 密 度 化 対 応 へ の 問 題 を 解 決 す
る た め の も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 層 間 接 続 の 信 頼 を 確 保 し つ つ 、 フ ィ ル ド ビ ア
付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 製 作 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、
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（ １ ） 絶 縁 層 と そ の 両 面 に 導 電 は く を 有 し た 両 面 金 属 張 積 層 板 で あ っ て 、 下 部 導 体 上 の 絶
縁 層 に 形 成 さ れ た 穴 に め っ き を 施 し 、 上 部 導 体 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 構 造 で 、 前 記 穴 が 導
電 体 で 埋 め ら れ た フ ィ ル ド ビ ア 構 造 を 有 し 、 フ ィ ル ド ビ ア 形 成 時 は 両 面 導 電 は く 面 上 へ は
め っ き を 施 さ な い 構 造 を 有 す る フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 、
（ ２ ） 両 面 に 導 電 は く を 有 し た 金 属 張 積 層 板 か ら 導 電 は く 層 を 保 護 フ ィ ル ム で マ ス ク す る
工 程 、 穴 あ け を す る 工 程 、 め っ き に よ り フ ィ ル ド ビ ア を 形 成 す る 工 程 、 及 び 保 護 フ ィ ル ム
を 剥 離 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 の 製 造 方 法 、
（ ３ ） ２ 項 記 載 の 、 フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ る こ と を
特 徴 と す る フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 、
（ ４ ） １ 項 ま た は ３ 項 記 載 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 使 用 し て 得 ら れ た フ ィ
ル ド ビ ア 付 き 両 面 プ リ ン ト 配 線 板 、
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る が 、 こ れ ら は 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
図 ２ に 本 発 明 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 説 明 す る た め の 断 面 図 を 示 す 。
フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 加 工 す る 方 法 と し て 、 両 面 に 導 電 は く を 有 し た 絶 縁
層 に ポ リ イ ミ ド 、 エ ポ キ シ な ど の 樹 脂 を 持 つ 両 面 金 属 張 積 層 板 を 準 備 す る （ 図 ２ － （ ａ ）
） 。 両 面 金 属 張 積 層 板 で 導 電 は く 面 を 保 護 フ ィ ル ム で マ ス ク す る 。 そ の 際 保 護 フ ィ ル ム に
使 用 す る 材 料 は 、 ド ラ イ フ ィ ル ム レ ジ ス ト を ラ ミ ネ ー ト す る が 、 導 電 は く 層 に め っ き が 付
か な い 効 果 を 持 た せ れ ば 、 フ ィ ル ム で な く イ ン ク な ど の 印 刷 に よ り 形 成 し て も 問 題 は な い
（ 図 ２ － （ ｂ ） ） 。
次 に 保 護 フ ィ ル ム 表 面 よ り 反 対 側 の 導 電 は く 絶 縁 層 面 ま で 穴 あ け を 行 う 。 穴 あ け の 工 程 に
レ ー ザ 法 を 用 い る と 開 口 部 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き 、 か つ 小 径 も あ け る こ と が で き る
（ 図 ２ － （ ｃ ） ） 。 次 に 、 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 水 溶 液 や 過 マ ン ガ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液
な ど に よ る ウ エ ッ ト デ ス ミ ア や プ ラ ズ マ な ど に よ る ド ラ イ デ ス ミ ア の 方 法 に よ り 、 穴 に 残
存 し て い る 樹 脂 や 樹 脂 残 渣 を 除 去 す る と 層 間 接 続 の 信 頼 性 が 向 上 し 好 ま し い 。
次 い で こ の 穴 内 に め っ き 処 理 を 施 し て 導 通 を 取 る が 、 こ の 穴 を 埋 め る た め に 、 穴 が 充 填 さ
れ る ま で め っ き 処 理 を 実 施 す る （ 図 ２ － （ ｄ ） ） 。 そ の 後 ， 保 護 フ ィ ル ム を 剥 離 す る 。 こ
の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 使 用 す る こ と で （ 図 ２ － （ ｅ ） 、 導 電 は く 層 が 当
初 の ま ま で あ り 、 薄 い 導 電 は く の 状 態 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 用 い る こ と
で 微 細 な 回 路 作 成 が で き 、 ビ ア 上 に 部 品 搭 載 用 の パ ッ ド を 設 け る こ と で 部 品 実 装 の 高 密 度
化 が 可 能 で あ る （ 図 ２ － （ ｆ ） ） 。
以 上 が フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 の 作 成 に つ い て で あ る が 、 以 下 に 実 施 例 を あ げ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
（ 実 施 例 １ ）
実 施 例 と し て 、 フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 の 作 成 に つ い て 述 べ る 。
両 面 銅 張 積 層 板 ： Ｎ Ｅ Ｘ － ２ ３ Ｆ Ｅ （ ２ ５ Ｔ ） ［ 三 井 化 学 （ 株 ） 製 ］ 両 面 銅 は く 厚 さ １ ２
μ ｍ 、
ポ リ イ ミ ド フ ィ ル ム 厚 さ ２ ５ μ ｍ の 銅 は く に 、 保 護 フ ィ ル ム と し て ド ラ イ フ ィ ル ム レ ジ ス
ト ： Ｈ Ｒ １ ４ ０ ［ 東 京 応 化 工 業 （ 株 ） ］ を ラ ミ ネ ー ト し 銅 は く 面 を 保 護 し 、 保 護 フ ィ ル ム
の 表 面 か ら Ｕ Ｖ レ ー ザ
に よ り 径 φ ７ ５ μ ｍ の 穴 を あ け 、 ド ラ イ デ ス ミ ア 処 理 を 実 施 し た 。 穴 を 形 成 後 、 穴 内 を 電
解 銅 め っ き に よ り 銅 が 穴 を 充 填 す る ま で 実 施 し た 。 次 い で 保 護 フ ィ ル ム を 剥 離 処 理 し て フ
ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 実 施 例 ２ ）
両 面 銅 張 積 層 板 ： Ｎ Ｅ Ｘ － ２ ３ Ｆ Ｅ （ ２ ５ Ｔ ） ［ 三 井 化 学 （ 株 ） 製 ］ 両 面 銅 は く 厚 さ １ ２

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-281437 A 2004.10.7



μ ｍ ｍ
、 ポ リ イ ミ ド 厚 さ ２ ５ μ ｍ に 、 保 護 フ ィ ル ム と し て 銅 は く 面 を Ｕ Ｖ 照 射 後 剥 離 型 キ ャ リ ア
シ ー ト で ラ ミ ネ ー ト し 、 保 護 フ ィ ル ム の 表 面 か ら Ｕ Ｖ レ ー ザ に よ り 径 φ ７ ５ μ ｍ の 穴 を あ
け 、 ド ラ イ デ ス ミ ア 処 理 実 施 し た 。 以 降 、 実 施 例 １ と 同 等 の 工 法 で 穴 内 を 電 解 銅 め っ き に
よ り 銅 が 穴 を 充 填 す る ま で 実 施 し た 。 次 い で 保 護 フ ィ ル ム を Ｕ Ｖ 処 理 に よ り 剥 離 し て フ ィ
ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 比 較 例 ）
図 ２ － （ ｂ ） － １ １ に 記 載 し た 保 護 フ ィ ル ム を 使 用 し な い で め っ き を 行 な い 、 両 面 に あ る
導 電 は く に め っ き が 形 成 さ れ 、 導 電 は く の 厚 さ が 厚 く な る こ と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 等 の
工 法 で 得 ら れ た フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 実 施 例 及 び 比 較 例 に 従 っ て 得 ら れ た 結 果 を 表 １ に 示 す 。
実 施 例 １ 、 ２ 及 び 比 較 例 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 は 、 金 属 同 士 で 層 間 接 続 部
が 確 実 に 接 合 さ れ て お り 、 温 度 サ イ ク ル 試 験 で は 、 断 線 不 良 の 発 生 が な く 、 金 属 接 合 部 の
接 合 状 態 も 良 好 で 、 温 度 サ イ ク ル 試 験 後 の 導 通 抵 抗 も 変 化 し な か っ た 。 ま た 、 熱 衝 撃 試 験
： ２ ６ ０ ℃ オ イ ル ⇔ 常 温 オ イ ル の サ イ ク ル １ ０ ０ 回 以 上 断 線 な く 、 抵 抗 変 化 率 １ ０ ％ 未 満
で あ る た め 、 接 続 部 分 の 不 良 も な く 接 続 す る こ と が 出 来 た 。
回 路 密 度 に つ い て は 、 実 施 例 １ 及 び ２ に お い て 、 フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 は 回
路 巾 と 回 路 間 隔 （ 以 下 Ｌ ／ Ｓ ） が ４ ０ μ ｍ 、 ４ ０ μ ｍ μ ｍ で 作 成 す る こ と が で き た 。 し か
し 比 較 例 の 場 合 、 図 ２ － （ ａ ） － １ の 銅 は く に め っ き が 付 き 、 め っ き 後 の 銅 は く 厚 さ が ２
０ μ ｍ に な っ た こ と か ら 、 Ｌ ／ Ｓ が １ ０ ０ μ ｍ 、 １ ０ ０ μ ｍ ま で し か で き ず 、 実 施 例 と 比
較 し て 微 細 な 回 路 加 工 は で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 従 う と 層 間 接 続 の 信 頼 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 回 路 と 部 品 実 装 の 高 密 度 化 に 対
応 し た 、 フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 一 般 の 層 間 接 続 に つ い て 説 明 す る た め の 断 面 図 を し め す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板 を 説 明 す る た め の 断 面 図 を し め す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 導 電 は く
２ ： 絶 縁 層
３ ： 貫 通 穴
４ ： ス ル ー ホ ー ル め っ き
５ ： ド ラ イ フ ィ ル ム レ ジ ス ト
６ ： ス ル ー ホ ー ル め っ き 穴
７ ： ス ル ー ホ ー ル ラ ン ド
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８ ： 両 面 プ リ ン ト 回 路 基 板
９ ： 保 護 フ ィ ル ム
１ ０ ： フ ィ ル ド ビ ア 用 穴
１ １ ： フ ィ ル ド ビ ア
１ ２ ： フ ィ ル ド ビ ア 付 き 両 面 金 属 張 積 層 板
１ ３ ： フ ィ ル ド ビ ア 付 き プ リ ン ト 回 路 基 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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